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休日当番医　内科

Contents

5月  3日（金・祝）
5月  4日（土・祝）
5月  5日（日・祝）
5月  6日（月・祝）
5月12日（日）
5月19日（日）
5月26日（日）
6月  2日（日）
6月  9日（日）

-特集
女性消防団員 活動中 
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男性  26,812人（  －55）
女性  27,471人（  －97）

計  54,283人（－152）
24,867世帯（    ＋8）

人口と世帯（3月末日現在）（前月比）

正田病院
松井田病院
須藤病院
本多病院
櫻井内科医院
アミヤ医院
もてき内科医院
松井田病院
公立碓氷病院

☎027－382－1123
☎027－393－1301
☎027－382－3131
☎027－382－1255
☎027－385－8551
☎027－385－1511
☎027－382－2510
☎027－393－1301
☎027－385－8221

5/1～6/15

5月  3日（金・祝）
5月  4日（土・祝）
5月  5日（日・祝）
5月  6日（月・祝）
5月12日（日）
5月19日（日）
5月26日（日）
6月  2日（日）
6月  9日（日）
午後6時以降は①須藤病院

休日当番医　外科
正田病院
松井田病院
須藤病院
本多病院①
いのうえ整形外科・内科①
須藤病院
正田病院
松井田病院
公立碓氷病院

☎027－382－1123
☎027－393－1301
☎027－382－3131
☎027－382－1255
☎027－380－1717
☎027－382－3131
☎027－382－1123
☎027－393－1301
☎027－385－8221

5/1～6/15

あんなかスマイルパーク

恵みの湯
峠の湯
鉄道文化むら
文化センター

（※は図書館のみ休館）
文化会館
碓氷川熱帯植物園
スポーツセンター

（※は温水プールのみ休業）
学習の森

いきいき長寿センター

5/1・7～9・14・21・28
6/4・11
5/7・21　6/4
5/14・28　6/11
5/7・14・21・28　6/4・11
5/1・7・8・14・21・28
6/4・11
※5/11・31
5/7・13・20・27・31　6/3・10
5/7・14・21・28　6/4・11
5/7～9・12・20　6/3・8・9
※5/13・27　6/10
5/1・7～9・14・21・28
6/4・11
5/6～9・13・20・27　6/3・10

5/1～6/15休館案内

公立碓氷病院、須藤病院、正田病院、松井田病院以外の内科当番医の診療
時間は午前9時から午後6時までです。それ以降は外科の当番医で受診し
てください。
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特定健診・後期高齢者
健診のお知らせ

5月12日は「民生委員・
児童委員の日」

令和6年度から介護保険料が
変わります

「安中市ヤングケアラー支援
条例」を施行しました

安中市公共交通
ワークショップ

くらし・手続
県営住宅5月定期募集について

子育て・教育
5～6月の乳幼児健診

健康・医療・福祉
がん健診などが始まります
イベント・スポーツ

文化・生涯学習
地域おこし協力隊活動報告

インフォメーション
男女共同参画推進委員会
クローズアップ

相談

第50回安政遠足侍マラソン
フェスタ大江戸inあんなか

　消防団に興味を持った人、「もう少し
知ってみたい」と思った人はこちら

　私たちが住むまちで災害が起きた時、現場に駆けつけて活動
するのは消防や警察だけではありません。地域に住み、仕事を
しながらいざという時は災害現場で消火や避難誘導などを行う
消防団も大きな力です。　
　今回は、そんな消防団の中でも、最近活躍の場が増えている
女性団員について紹介します。

 安中市消防団って？
　安中市消防団は、さまざまな職業の人で構成された約500人
の消防団員が、市内14地区の分団などに所属し、日々の訓練
や巡回を行いながら、災害時は消防署と連携しながら消火・救
助活動にあたっています。
　近年、全国的に女性消防団員の活躍が目立っています。
　安中市の女性団員は、平成29（2017）年度に初めて2人が入
団し、現在は11人が各分団で活躍しています。

 女性でも消防団員になれる？
　安中市消防団は、
安中市内に在住、または在勤
18歳以上
地域防災に意欲があり健康、であれば誰でも入団できます。

　女性と男性で訓練や活動に差はありませんが、現役団員の中
には、「女性の視点から、災害時には高齢者や子どもの心のケ
アをしたい」、「（看護職など）仕事の経験を生かしたい」と
いった考えを持っている人もいます。
　「消防団」というと、これまで男性が中心と思われていた、
また実際そうだったのかもしれません。しかし、これからはさ
らなる活性化のため、男女ともに協力し、互いの得意・不得意
分野を補いながら活動に取り組んでいかなければなりません。
　自分たちのまちを守るため、一緒に活躍してくれる仲間を
待っています。

私たちが
このまちを守る
増えています　女性消防団員

安中市
消防団■HP 


